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新設中学校
建設について
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新設中学校建設予定地

西初石小学校
小山小学校

おおたかの森小中学校

建設予定地

500M

新設小学校建設地

西初石中学校

おおたかの森駅
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建設スケジュール

平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度 平成３３年度 平成３４年度

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 ４月

設計
業務

開
校

工事

基本設計

造成設計

実施設計

造成
工事

建設工事・外構工事
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周辺道路整備計画

中学校建設
予定地

小学校建設
予定地

B：車道 ６ｍ
歩道 ３ｍ

D:幅員
６ｍ

A:車道 ６ｍ
歩道 ３ｍ

C:幅員 ５ｍ

周辺整備計画図

E：歩行者自転
車専用道路
幅員 ５ｍ

北千葉
浄水場

北



学校施設の目指すべき姿
確かな学力の育成ときめ細やかな指導を実践する教育環境の整備（学習空間の充実）

豊かな心と健やかな体を育成する安全な施設環境の実現（生活空間の充実）

地域と共に歩む拠点としての施設整備（地域との連携の充実）

・個に応じたきめ細かな指導の充実を図り、児童生徒に基礎的・基本的な知識・技能を確実に習得させるため、担任、学校サ
ポート教員、算数・数学学習指導員等による少人数授業やティームティーチングなど、多様な学習展開に対応する施設整備を
進める。
・また、グローバル社会に対応した教育の推進（英語力、コミュニケーション力等の育成）やICTを活用した授業の推進のため
の環境を整備する。
・さらに、児童・生徒一人ひとりの教育的ニーズに応じ、必要な支援を行う特別支援教育に対応した施設設備を図る。

・児童・生徒が安心して有意義な学校生活が過ごせるよう、防犯や施設の安全など安全性に配慮した施設整備を図ると共に、
障害の有無に関わらず安心して施設を利用できるようユニバーサルデザイン化を目指す。
・また、豊かな人間関係づくりや情操の涵養、体力向上を推進するための空間作りを工夫する。
・さらに、地球環境に配慮し、持続可能な社会の実現のため、断熱性能の向上、LED照明や人感センサー付き照明の導入、
校内緑化の推進等を進める。

・家庭、地域とのネットワークを形成し、学校教育活動を支えるPTA、学校サポートボランティア等の活動の場として位置づける。
・また、児童の放課後の居場所、地域の生涯学習の場として、学校を利用することを考慮する。
・さらに、地域の防災拠点、避難所としての役割を担う施設として整備を進める。

流山市学校施設の個別施設計画
（平成28年3月）より 6



（参考）新設小学校 イメージ図
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・ 流山市の人口推移

・おおたかの森中学校区の生徒数の推移

①人口推移について

②今後の児童生徒数について
・児童・生徒数推計及び想定値

③新設中学校通学区域案について
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１５年 １７年 １９年 ２１年 ２３年 ２５年 ２７年 ２９年 ３０年

市内全体の人口推移

つくばエクスプレス
開通

平成

150,910人

189,373人

小山小学校
移転

おおたかの森
小中併設校開校

新
設
中
学
校

開
校
Ｈ３４

（各年4月1日常住人口）
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おおたかの森中学校区の生徒数及び学級数

1,181人
34学級

1,000人
29学級

827人
25学級666人

21学級547人
17学級449人

14学級

176人
8学級

数値は全て4月1日時点
（人）

平成

1,333人
38学級
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305人
10学級

370人
11学級



児童生徒数の推計及び想定値

今後の児童・生徒数の増加傾向を
予想・検証
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※同じものがお手元の資料にも掲載してあります。



各学校の在籍者数

平成３０年度の児童・生徒数
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学級編制基準の弾力的な運用（千葉県）
１年生 ３５人 １学級
２、３年生 ３８人 １学級

学級数について

学級編制基準（国）
１～３年生 ４０人 １学級
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新設中学校
通学区域（案）
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原則として、新設中学校へは、

・新設小学校の卒業生
・小山小学校の卒業生
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※小山小学校の卒業生について、平成３３年度、都市軸道路を境に、
北側が八木北小学区、南側を小山小学区となりますので、南側にお住
みの方が対象となります。



おおたかの森
中学校開校時

（平成２７年４月）

中学１、２年生は、

おおたかの森中学校
へ行くこととし、

中学３年生は、

希望制とした。

新設中学校
（平成３４年４月）

中学１、２年生は、

新設中学校へ行
くこととし、

中学３年生は、

希望制としたいと考
えています。

学校行事や学校運営に影響がないようにするため。
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新設中学校
生徒数及び教室数
の見込みについて

平成30年9月作成学校教育課
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通学路について
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「交通頻繁な道路、鉄道線路等と
の交差をさけるなど安全な通学
経路を確保することができること
が重要である」

文部科学省の小学校施設整備指針及び
中学校施設整備指針
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